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　 Apair 　of　mother 　and 　24−mon 仁h−old　child ，　in　fact，　forty　five　pairs，　were 　closely　observed 　during　their

make ・believe　play，　and 　the　following　results 　are 　 obtained しhrough 　contemplating 　the 　scripL 　structures ，
their　characteristics 　as　we ］1　as　the　mo しher’s　role　regarding 　structurization ，1）There　is　a 　tendency 　that

むhe　children
’
s　 slots 　 are 　considerabty 　similar 　to　those 　of 　their 　mothers 　in　terms 　of 　the　number 　 of 　sorts

and 　 appearance 　frequency ，2）Both　mothers 　 and 　 children 　show 　a 且ot　of　slots 　 regarding 　 eating 　 and

drinking，　but，　while 　children 　 show 　a　lot　 of 　slots 　 regardjng 　coeking 　 and 　 serving 　their　guests，　mothers
show 　a　lot　of 　 slotS 　regarding 　mealtime 　manner 　including 　a　commen し，　TASTY ！3）Mother

’
s　slots　play　an

  portant　 role 　to　help　 children
’
s　 s且ots 　to　be　integrated　into　chronological 　order ．4）The 　 spontaneous

slotS　by　children 　tend 　to 『orm 　the　core 　of 　the　chronologica 且order ．

　 　　 　　 　　 　　　 　　 　（Received　August 　3，2001；Accepted 　in　revised 　form　March 　18，2002）
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mother 　母親，

ス ク リ プ ト，make −believe　play　 ま ま ご と 遊 び，2−year−old　child 　 2 歳 児，

　 1．緒 　　言

　本研究は ，ふ り行為の 発現 が 可能とな る 1 歳 0 カ 月

時か ら，食 に関する ス ク リ プ トの 獲得期 とされ る 3 歳

0 カ 月時 まで の 子 どもと母親 の ままご と遊 び を縦断 的

に分析す る こ と に よ っ て ，子 どもの 持つ ス ク リプ トの

構造 とそ の 特徴 を明らか に す る とと もに ，母子間の ス

ク リ プ トの 伝承 ・獲得過程 に つ い て 明 ら か に す る こ と

を目的 と して い る．

　ス ク リ プ ト と は
，

「日常的に行わ れ る活動 の 時 系列

的手順 に 関す る知識 （Schank　 and 　 Abelson　 1977）」

を意味 し，1歳か ら 3 歳の 問に 子 どもが食に 関する ス

ク リプ トを形成す る こ と が知 られ て い る （Nelson　and

Seidman　l984 等）．また，初期 の ふ り遊 び に は 日 常生

活 の ル ーテ ィ ン 化 した行為が再現 され （高橋 1993），

1 歳 0 ヵ 月児 と母親の ままご と遊び で は ，子 どもの ス

ロ ッ トは，日 常 生活 の 主 要行為で あ る 「食 べ る」「飲

む」に集中 し， 母親か らは そ の 行為 を促す ス ロ ッ トや

意味づ けする ス ロ ッ トが多 く出現する こ と，子 ど もの

ス ク リプ トの 構造化 に 対 す る母親 の 寄与，お よ び母親

の ス ロ ッ トが子 どもの行為 を促す こ とが示唆 され て い

る （吉澤等 2001）．

　そ こ で ，本報告 で は 1 歳 0 カ 月時か ら縦断研究を開

始 して い る 2 歳 0 カ 月児 と母親を対象に，ままごと遊

び に お け る ス ク リ プ トの 構 造 と特徴 に つ い て
，

以 下 の

仮説を検証する．

　仮説 1 ：2 歳 0 ヵ月児が表出する ス ロ ッ トは，日常

　　　　 生活 に お ける直接 ・間接 経験 に よる知識 の

　　　　 増加 に 伴 い ，1 歳 0 カ 月児 に お い て 多 く表

　　　　 出 し た 「食べ る」「飲 む」以 外の ス ロ ッ ト

　　　　　も多く表出するで あろ う．
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仮説 2 子 ど もが 自発的に表出す る ス ロ ッ トは，子

　　　 ども に定着 した知識 に関す る指標 とな ろ う．

　2．方　　法

　（1） 研究対象

　研究対 象は
， 吉 澤等 （2001） の 対象者の うち，2 歳

0 カ 月時に 研究協力の 得 られ た幼児 とそ の 母親 47組

で あ る ．対象児は ，男児 15名 （第 1子 ：12名，第 2

子以上 ：3名〉， 女 児 32名 （第 1子 ：20 名 ， 第 2 子以

上 ：12 名）で ある．家族構成 は，30家庭が 核家族，

17家庭 が 拡大家 族で あ り，母 親 の 平均年齢 は ，30．0

歳で ある．

　（2＞ 観 察期間

　 2000年 4 月か ら 7 月．

　原則 と して ，対象児の 誕生 日の 前後 2 週間以内 に，

大学内の 観察室で 観察を行 う．

　（3） 観察室の 状況

　観察室 の
一

隅 に ，まま ご と道具 ，
B 型 ブ ロ ッ ク

， 大

型バ ス 各 1 セ ッ トを配置す る，母子 に，自由に遊 ぶ よ

うに 教示 し，母子 の 行動 を ビ デ オ テ
ー

プ に 録 画 をす る．

　（4） 映像の 処理

　 ビデ オ映像を コ ン ピュ
ー

タ画面 に 取 り込 み，5秒 単

位 の 動 画 フ ァ イ ル を作成す る ，

　 （5） 分 析場面

　母子の い ずれ か また は 両方 が まま ご と道具 に接触 し

て い る 場 面，及 び，まま ご とに 関す る発話や行為が行

わ れ て い る 場面 を分析 対象 とする ．

　（6） 分析 カ テ ゴ リ
ー

の 作成

　 3 組の 母子の 予備的観察の 結果 （吉澤等 2001）か

ら，延べ 10 回以 上出現 した 38 項 目の ス ロ ッ トを メ イ

ン ス ロ ッ トと して 抽 出す る．そ れ らは
， 「食 べ る に 関

す る メ イ ン ス ロ ッ ト （14項 目）」「飲 む に関 す る メ イ

ン ス ロ ッ ト （13 項 目）」「そ の 他 に 関す る メ イ ン ス ロ

ッ ト （11項 目〉」で あ る．

　な お ，ス ロ ッ トの 表出状 況 を明 らか に す る た め ，

「自発」「受動」「模倣」 の 3 つ の 下位 カ テ ゴ リーを 設

け る ．

　 （7＞ 分析 の 方法

　各フ ァ イ ル 画面 を反復視聴 し， 各ス ロ ッ トの 発現時

間 を記録する．2 名 の 記録者の
一

致率は，93．3％で あ

る．各 ス ロ ッ トの 発現時 間 を コ ン ピ ュ
ータ に 入力後，

ダ ミ
ー

変数に変換 し，統計処理 を行 う，なお，本報告

で は ，母子に お け る各 ス ロ ッ トの 出 現 の有無を問題 と

して い るため，同
一

ス ロ ッ トが複数回表出 され た場合

で も，1 回の 出現 とみ な し て 分析を行 う．

　ス ク リ プ トの 起点は，まま ご と遊 び の ス トーリーの

開始時点で 表出 さ れ た ス ロ ッ トと し，終了時点に表出

さ れ た ス ロ ッ トを ス ク リプ トの 終 点 とす る ．

　今 回 は ，2 歳 0 カ 月児の 食 に関す る ス ク リプ トの 構

造 を概観す る こ とを目的 として
， 母子それぞれ に 出現

した メ イ ン ス ロ ッ トの 種類数 を合計 し ， そ の 数が最 も

多い ス ク リ プ トを抽出 し分析する．

　なお，上 記 の （3）〜（7）に つ い て は
， 吉 澤等 （2001）

に詳細が記載され て い る．

　3．結果及び考察

　47 組 の 母子か ら出現 した ス クリプ ト数は，最大 9，

最少 0 （1組）で
， 平均 3，19 で ある ．母子それぞ れ に

出現 した メ イ ン ス ロ ッ トの 種類数を合計 し，その 数が

最 も多い ス ク リ プ トを抽 出 し，メ イ ン ス ロ ッ トを含む

ス クリプ トが 出現 した 45 組の 母子を分析対象とす る．

ス ク リ プ トを構 成す る ス ロ ッ トは最大 4e，最小 4 で ，

平均種類数は 18．42 で ある ．分析対象と した場面 の 継

続 時 間 の 平均 は 633．0 秒，レ ン ジ は 2，447 秒 （最 長

2，492秒，最短 45 秒） で あ る．

　（1） 子 ど もの性，出生順位及び家族形態 に よる影響

　 ス ロ ッ トの 出現率 に お ける男女差，出生順位及び家

族形態 に よる影 響 をみ る ため ズ 検定 もし くは 直接確

率計算を行 う．有意差が見 出 され た ス ロ ッ トは ，い ず

れ も観測 度 数 が IO 以 下 の セ ル を もつ た め ，直接確 率

に よ り検定 した もの で あ る ．全 ス ロ ッ ト 38 項目の う

ち，有意な性差 が み られ る ス ロ ッ トは 子 ど もの 1 項 目

（食べ る に 関する 「片付け」：両側検定 ：p ＝O．015，男

児 く 女 児），母 親 の 2 項 目 （食 べ る に 関する 「献立 の

決定」：両側検定 ：p ＝0．036，食べ る に 関す る 「片付

け」：両 側検定 ：p ＝ O．036，い ず れ も男児の 母親 く 女

児 の 母親）で ある．また，出生順位 に お い て有意で あ

る ス ロ ッ トは，子 どもの 1 項目 （食 べ る に 関する 「い

た だ きます と い う」： 両 側 検定 ：p ＝O．040，第
一

子

く 第 二 子 以 上 ）の み で あ る．家族構 成 に お い て 有意 で

あ るス ロ ッ トは
， 母親の 1 項目 （飲 む に関す る 「い た

だ きます と い う」：両 側検定 ：ρ
＝0．015，拡大家族

く 核家族） の み で ある ，

　属性 に よ る 影響 が顕著で はな い ため，今回は属性 に

よ る分析を行わ ず ，デ
ータ を

一
括 して 分析を行う．

　（2） 母子の ス ロ ッ トの 特徴

　 1） 子 ど もの ス ロ ッ ト

　子 ど もの ス ロ ッ ト （図 1）は，38項目中 34項 目が

20 （540＞

N 工工
一Eleotronio 　Library 　



Japan society of Home Economics

NII-Electronic Library Service

Japan 　sooiety 　of 　Home 　Eoonomios

2 歳児 の ままご と遊 び に お け る 食 に 関す る ス ク リ プ トに つ い て

　 　 　 食 二献 立の決定 （F1｝

　 　 　 　 　 豊 ：切惹（F2）

食 ：材料をナベ 聹に入れ6CF3）
　 食 ；ガスコン ロ にのせる（F4）

食 ：コ ンロの スイッfを入れる（F5）

　 　 食：レンジに入れる（F 

食 ；レンジのスイッチを入れ6 （m ）

　 　 　 　 食 ：盛り付tナ（F8，

　 　 　 　 食 ：供する（F9，

　 食 ：い ただきますとい う（Fle）

　 　 　 　 食：食ぺ るCFit，
　 　 食 ：おいしいという（F12）
　 食 ：ごちそうさまという（F13〕

　 　 　 　 食 ：片付け（F14）

　 　 　 飯 ：飲 物の決定 く口‘｝

　 　 　 歓 ：飲 物の準傭 く口2｝
　 飲 ：ガス コ ンロ にの せる（D3｝

飲 ：コ ン 囗の ス イッ子を入れ る（D4 ）

　 　 飲 ：レ ンジ に入 れるくD騎

飲 ：レン ジの ス イ ッ 于 を入 れ る CD6｝

　 　 　 　 　 歓 1注ぐcDl》
　 　 　 　 飲 ：供する【08 ｝

　 　 　 　 　 飲 ：飲む 〔D1  

　 　 飲 ：おいしいとい う〔Dll ｝

　 飲 ：ごちそうさまという〔Dt2 ｝

　 　 　 　 飲 1片忖け （D13 ｝

その他 コン ロのス イッチ を入れる｛V2 ｝

　 　 その他 ；レンジに入れる（Vの

その 他 ：レン ジのス イッ予をλれる（V4 ）

　 　 その 他 ：盛 り付け／ 注ぐ（V5 ）

　 　 　 　 モの 他 ：供する（V  

　 　 　 その 他 ：食べ る／ 飲む （V8 ）

　 　 　 その 他 ；おい しい とい うCV9）
　 　 　 　 その 他 ：片付け 【V11 ）

O．0　 10．O　rcO　鈎．0　鳳 0　50．0　60、0　 700　   O 　凹 ．0｛矚 ，

図 L 子 どもの ス ロ ッ トの 出現率

出現 して い る．出現 の な い ス ロ ッ トは ，飲 む に 関 する

「い た だ きます と い う」 とそ の 他に関する 「ガ ス コ ン

ロ に の せ る」「い た だ きますとい う」「ご ちそうさまと

い う」で あ り，食べ る に関する ス ロ ッ トは すべ て 出現

し て い る．

　食べ る に関す る ス ロ ッ トで 最 も高 い 出現率を示 して

い る の は 「食べ る」で あ り，つ い で 「ガ ス コ ン ロ に の

せ る」 と 「盛 り付 け」で あ る ．Cochran の Q 検定 を

行 っ た結果 （表 1），こ れ らの 間 に有 意差 は み られ な

い ．また ，「ガ ス コ ン ロ に の せ る 」「盛 り付 け」 と「切

る」「材料をナ ベ 等に 入 れ る」「レ ン ジ に 入れ る」「供

す る」「片付 け」 の 問 に も有意差は み られ な い ．最 も

低 い 出現率 を示 し た の は，「い た だ きます と い う」で

あ り，つ い で 「献立の 決定」で ある 。こ れ らの ス ロ ッ

トの 間 に も有意差は 認 め ら れ な い ．

　飲む に関す る ス ロ ッ トで最 も高い 出現率 を示 して い

る の は，「注 ぐ」 で あ り，つ い で 「飲 む」 で あ る ．

Cochran の e 検定 を行 っ た 結果 （表 2）， こ れ ら の ス

ロ ッ トの 間 に 有意差 は み られ ない ．ま た ，「飲 む」 と

「供す る」 の 間に も有意差は み ら れ な い ．最 も低 い 出

表 1．食べ る に 関 す る ス ロ ッ トの 出現率
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現率 を示 した の は ，「ご ち そ うさ ま と い う」 で あ り，

つ い で 「ガ ス コ ン ロ に の せ る」「コ ン ロ の ス イ ッ チ を

入 れ る」の 順 で あ り，
こ れ ら の ス ロ ッ トの 間に も有意
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表 3．そ の 他 に 関す る ス ロ ッ トの 出現率 　9 検定の

　　 結果
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一 6、00L800 、003 ．oo1 ．001 ．000001 ．0010 ．00
V2 一 曹

†
會龠

1．oo1 ．oo 且．804 ．聞 1297 、002 ．oo4 ．507 ，00L33
V3 曹 禽禽 脅 白賣

冖 　 1．oo 1．EO0 ．GG4 ．00O ，14L804 ．oo5 ．44
V4 　 　 脅 曹 禽

一 一 1．oo 一 3．ooLoo1 ．oo0 、001 ．0010 ．oo
V5 一 一 ｝

†
倉含

2．002 、00o ．332 ．002 ．oo 4、QDo ．203004 ．oo5 ．44
V6 廟

†
宵 印

1．oo1 、00o ．ooLooLoo1 ．oo 3、oo 且．00 一 11．00
V7

† 一 禽曹
3．oo3 、oo1 ．oo3 ．oo3 ．000 、a32 ．oo2 ．003 ．oo4 ．5了

V8
曾 † ↑ † †

麁

3．oo3 ．ooLOD3 、003 、000 ．332 ．000 ．001 ．008 ．33
V9

† † ア ↑ 脅曹

1．001 ．000 、001 ．QO1 ．001 ．oo0 ．002 ．002 ．OD ll．DO
V庫0 曹曹

M ．ooL4 ．oo11 ．27140014 ．0012 ．ooIa ．OD93 聖 9，311a σo
V11 ●■ ■脅 禽禽 脅脅 繭脊 鳶曲 曹曹 眥世 賀曹 龠●

差 は認め られな い ．

　 t　p囎 ，1，　・p 《 0．05．　 劬
pくO．Ol

斜 線右上 ：子ど も，斜線左
’
ド ：母観

　 　 上 段は Q 値 （df＝1）を示す

　 Vl −−Vll は図 1・2 の 項 目を参照

　そ の 他に 関する ス ロ ッ トで 最も高 い 出現率を示 し て

い る の は ，「片付け」で あ り，つ い で 「レ ン ジ に 入 れ．

る」で あ る ．Cochran の Q 検定 を行 っ た結果 （表 3），

こ れ ら の 間 に 有意差は み ら れ な い ．また，「レ ン ジ に

入 れ る」 と 「レ ン ジ の ス イ ッ チ を入 れ る」「供す る」

「食 べ る ／飲む」 との 間に も有意差は み られ な い ．最

も低 い 出現率 を示 し た の は，「コ ン ロ の ス イ ッ チ を 入

れ る」「盛 り付け／注 ぐ」「お い しい と い う」 で あ り，

こ れ らの ス ロ ッ トの 問に も有意差 は認め られ ない ．

　以上 の 結果 は ，子 ど もの 食べ る に関する ス ロ ッ ト及

び飲 む に 関す る ス ロ ッ トで は
， 日 常的 な主 要行 為 で あ

る 「食べ る」「飲 む」 に加 え て ，加熱調理 を意味す る

「ガ ス コ ン ロ に の せ る」「レ ン ジ に 入 れ る」，供応 に 関

す る 「盛 り付け」「注 ぐ」「供する 」が 多 く出現 する こ

と を示 して い る．また
， 作る もの を決定する 「献立の

決定」や 飲食時 の マ ナ
ー

で あ る 「い た だ きます と い う」

「ごちそ うさまと い う」の 出現は少ない こ とが 明らか

に なる．そ の 他 に 関す る ス ロ ッ トで は 加熱 を意 味す る

「レ ン ジ に 入れ る」や 「片付け」 の 出現 が多 く，こ れ

ら以外 の ス ロ ッ トの 出現は あま りみ ら れない ．2 歳 0

カ月時に は，メ イ ン ス ロ ッ トの ほ とん ど の ス ロ ッ トを

表出する こ とか ら，仮説 1 が支持 され る こ とが 明らか

　 　 　 食 ：献立の決定 （F1 ）

　 　 　 　 　 食 ．切る（F2 ）

食 ：材料をナベ 鰤に入れる（F3）

　 食：ガス コ ンロにのせる（Fの

食 ：コ ンロのスイッ チを入れる（F5｝

　 　 食 ：レンジに入れる（F6）

霊：レンジのスイッ チを入れる（F7）

　 　 　 　 食：衄り付け（随 ｝

　 　 　 　 食 ：供する（F9）

　 食 ；い ただき霧すとい う（FIO）

　 　 　 　 食 ：食ぺ る（FIT）

　 　 食 ：おい しい とい う（F12）

　 食 ：ごちそうさまとい うCF13〕
　 　 　 　 食 ：片付け（F14）

　 　 　 飲：飲物の淡定〔01〕
　 　 　 飲：飲物の 亀備 〔D2）
　 蜘 ガス コ ン ロにのせる 〔D3）
飲 ：＝ ン ロの スイッチを入れる（D4）

　 　 飲 レン ジに 入れる（D5）

飲 1レン ジの スイッチを入れる CD6）
　 　 　 　 　 飲 ：注ぐ 【D7）
　 　 　 　 飲

・
供する（De）

　 飲：い ただ喜ますとい う（D9）

　 　 　 　 　 飲 ：飲む（D10）
　 　 飲 ；おい しい とい う（Dll）

　 飲 ：ごちそうさまとい う〔D12）

　 　 　 　 飲；片付け（D13）

　 その他 ：レンジに入れる（V3｝

　 　 　 その他 ：供する（V6 ）

その 他：いただきますとい うCV7）
　 その他 ．食 ぺる／飲む ｛V帥

　 その他 ；おいしいという｛V9 ）

その他 ：ごちそうさまとい う（VIO ）

　 　 その 他．片付け（V11 ）

eo　　10．9　 ZO．O　 CP，O　 冊ρ　　国0．0　 6り．O　　JO．0　 80．O　 CO，qSC）

図 2．母親 の ス ロ ッ トの 出現率

に な る．しか し，そ の 出現 は一様 で は なく，「食べ る」

「飲 む」 こ ととそ の 加熱調理 に 関す る ス ロ ッ トや 供応

に 関する ス ロ ッ ト，片付けに 関する ス ロ ッ トの 出現が

多 くみ られ る こ とが明 らか に なる．

　2）　母親の ス ロ ッ ト

　母親 の ス ロ ッ ト （図 2）は
，
38項目中 34 項 目 が 出

現 して い る．出現の な い ス ロ ッ トは，そ の 他 に関す る

「ガ ス コ ン ロ に の せ る」「コ ン ロ の ス イ ッ チを入れ る」

「レ ン ジ の ス イ ッ チ を入れ る 」 「盛 り付 け／注 ぐ」で あ

り，食 べ る に 関す る ス ロ ッ ト及 び飲 む に 関す るス ロ ッ

トは す べ て 出現 し て い る ．

　食べ る に 関する ス ロ ッ トで 最 も高 い 出現率 を示 して

い る の は 「食 べ る」で ある ．つ い で 「ガ ス コ ン ロ に の

せ る」「供す る」で あ り， さ ら に 「切 る」 と な っ て い

る．Cochranの G 検定を行 っ た結果 （表 1），「食べ る」

と こ れ ら の ス ロ ッ ト及 び 「盛 り付け」 との 間 に 有意差

は み られ な い ．また ， 高率 を示 した 「食べ る」以外の

4 つ の ス ロ ッ トと 「お い しい と い う」の 問に も有意差

はな い ．最 も低 い 出現率 を示 した の は 「レ ン ジの ス イ

ッ チ を入れ る」で あ り，すべ て の ス ロ ッ トとの 間に有
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2 歳児 の ままご と遊 び に お け る 食に 関 す る ス ク リプ トに つ い て

輔盒 ：獻 立 の 決 定

　 　 q 自戸 9加

　 　 食 ：切る

食 ：鍔料をナベ 等に入れる

食：ガス コ ンロ にの せる

食 ココ ン ロ の ス イッ ラ を入れる

　 　 　 9 食 ；レンジ に入れる
　 　 　 　 　   1，コ■．砠
榊 食 ：レンジのス イ ッ テ を入れ る

　 　 　 　 　 0｛1，＝1、00
　 　 　 　 　 食 ；盛り付け

食 ：供する

鱒盒：い ただきますとい う
　 　 　 Q｛1〕＝”oo
　 　 　 食 ；食べ る

寧食 ：おい しい とい う

　 　 　 o｛o＃■．40
食 ：ごちそうさまとい う

食 ：片付 け

OO 　 　　 1臥0　　 　 200 　　 　 菖OO　 　 　 専 ．O　 　　 関 0　　 　 60．0　 　 　7001 鴨 ，

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ↑ p〈O．1tp くO．05 ＃p（O．Ol

図 3．食べ る に 関する ス ロ ッ トの 出現率 ：母子間比較

飲 ：飲物の 決定

　 專飲 1飲物の 準働
　 　 　 　 ortH．oo
飲 ；ガス コ ン囗 にの せ る

飲 ：コ ン 囗 のスイッチを入れる

　 　 事 敗 ：レン ジに 入れる
　 　 　 　 　 以 t）＝e．40
曝飲 ：レンジの スイッチを入れる
　 　 　 　 　 o｛1同 弱

　 　 　 　 　 飲 ≡注ぐ

飲 ：供する

樽飮 ：い ただきますとい う
　 　 　 　 etlk13．oo
　 　 　 　 欸 ：飲む

　 纏 飲 ：おいしいという
　 　 　 　 a匸lppm ．oo
艸 飲 1ごちそうさまとい う
　 　 　 　 a “b13mo

　 　 　 飲 ；片付け

oo 　　 lo．o　　凶 o　 鋤 o　 ¢ o　　 mo 　 鬱◎．o　 殉 o　 εo．0　 300 　 【鴨 〕

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 tp 〈0．1　ゆ卩くO．05　＃e〈O．el

図 4．飲む に 関する ス ロ ッ トの 出現率 ：母子 間比較

意差 が み られ る ．

　飲む に関する ス ロ ッ トで最 も高 い 出現率を示 して い

る の は
， 「注 ぐ」で あ り，

つ い で 「飲 む」で ある ．

Cochran の ρ検定を行 っ た結果 （表 2），こ れ ら の 間

に 有意差は み られな い ．また，「飲 む」 と 「供する」

「お い しい とい う」 の 間 に も有意差 は み られ な い ．最

も低い 出現率 を示 した の は 「コ ン ロ の ス イ ッ チを入れ

る」で あ り，つ い で 「ガ ス コ ン ロ に の せ る」「飲物 の

準備」「レ ン ジの ス イ ッ チ を入 れ る」で あ り，こ れ ら

の 問 に も有意差は 認め ら れ な い ．

　そ の 他 に関す る ス ロ ッ トで は
， 「片付 け」 の ス ロ ッ

トの 出現が多 く，それ以外の ス ロ ッ トの 出現はあ ま り

み られ な い （表 3）．

　以上 の 結果 は ，母親の 食べ る に 関する ス ロ ッ トは ，

「食 べ る」 に 加 えて ，調理 に 関する 「切 る」「ガ ス コ ン

ロ に の せ る」や 供応 に 関す る 「盛 り付 け」「供す る」

の 出現が 多 く，加熱を意味する 「レ ン ジの ス イ ッ チ を

入 れ る」の 出現 は 少 な い こ と を 示 して い る．母 親 の 飲

む に 関す る ス ロ ッ トで は，「飲 む」 に 加 え て ，供応 に

関す る 「注 ぐ」「供す る」や 「お い し い とい う」の 出

現が 多 く，調理 に関す る 「飲物 の 準備 」「ガ ス コ ン ロ

に の せ る」「コ ン ロ の ス イ ッ チ を入れ る」「レ ン ジの ス

イ ッ チ を入れ る」の 出現 は 少な い こ とを示 して い る．

こ の こ と か ら，母親 の 表出 ス ロ ッ トは メ イ ン ス ロ ッ ト

の ほ と ん どが表出 され る もの の ，子 どもの 結果と同様

に，出現率 は一様で は ない ，「調理」「供応」「お い し

い と い う」「片付 け」 の ス ロ ッ トの 表出 が 多い こ と が

明 らか に なる．

　（2） ス ロ ッ トの 出現率に 関する 母子 間比較

　1）　ス ロ ッ ト出現 の 母子間比較

　ス ロ ッ トの 出現 に つ い て ，母子間で 比較するため に

Cochran の Q 検定 を行 う，食 べ る に関する ス ロ ッ ト

（図 3）で は，14項 目中 5 項 目で 有意差がみ られ，他

の 9項 目 に お い て は有意差が み ら れ な い ．飲む に 関す

る ス ロ ッ ト （図 4）で は，13 項目中 6 項目で 有意差が

み ら れ
， 他 の 7項 目で は有意差が み ら れ な い ．そ の 他

に関す るス ロ ッ ト （図 5）で は
， 10項 目中 2項 目で有

意差がみ られ，他の 8項 目で は有意差がみ られな い ．

　子 どもの 出現 が 有意に 多い ス ロ ッ トは
，

レ ン ジ に よ

る 飲食物の 加熱に 関する ス ロ ッ トと飲物の 準備 をする

ス ロ ッ トで あ る ．一
方 ，母親 の 方が 有意に 出現 が多い

の は，調理する もの を決定す るス ロ ッ ト，飲食時の マ

ナ ーや 「お い しい と い う」 ス ロ ッ トで ある．

　母子 間 に 有 意差 が み られ な い ス ロ ッ トは
， 「食 べ る」

「飲 む」 に 加 え て ，「切 る」「材 料 をナ ベ 等 に 入 れる」

とい っ た調理 に 関す る ス ロ ッ トや ガ ス コ ン ロ に よ る 飲

食 物の 加熱に関す る ス ロ ッ ト，供応 ，片付け に 関す る

ス ロ ッ トで ある ．

　 2）　自発 ・受動 ・模倣別 ス ロ ッ ト出現 の 母子 間比較

　前述 の 1） の 結果 が，自発 ・受動 ・模倣 の 出現状 況

とどの よ うに 関連 す る か を明 らか に す る ため に ，出現

状況別に Cochran の G 検定に よ る 母子間比較 を行う．
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図 5．そ の 他に関する ス ロ ッ トの 出現率 ：母子間比較
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図 6．食べ る に 関する 自発の ス ロ ッ トの 出現率 ：母子

　　 間比較

自発 ・受動の ス ロ ッ トで は有意差が み られ，模倣 の ス

ロ ッ トで は有意差が み ら れ な い ．

　 自発 の 食べ る に関する ス ロ ッ ト （図 6）で は，14項

目中 5項 目で有意差 が認 め られ ，9項目 で は 有意差が

み られ な い ．

　 自発の 飲む に 関する ス ロ ッ ト （図 7）で は，13項 目

中，6 項目で 有意差が
，
1項 目で 有意傾向が認め られ，

6 項 目で は有意差 がみ られ な い ．

　自発の その他 に 関す る ス ロ ッ ト （図 8）では，10項

目中 3項 目 で 有意差が 認 め られ
，
7 項目 で有意差が み

られ ない ．

24

　 　 　 　 　 　 　 o．o
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図 7，飲 む に 関す る自発 の ス ロ ッ トの 出現 率 ：母 子間

　　 比較
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図 8，そ の 他に 関する 自発の ス ロ ッ トの 出現率 ：母子

　 　 間比較

薗 母

瞳 子

　受動 の 食 べ る に 関す る ス ロ ッ ト （図 9）で は，ユ項

目 で 有意差 が，1 項 目で 有意傾 向が 認 め ら れ
，

そ れ 以

外の 12項 目で は有意差 はみ られな い ．

　受動の 飲 む に 関す る ス ロ ッ ト （図 10）で は，3 項 目

で有 意差 が ， 2項 目で 有意傾 向が 認め ら れ ，そ れ以外

の 8項 目で は有意差は み られ な い ，

　受動の そ の 他 に 関す る ス ロ ッ ト （図 10）で は
， 有

意差は み られ ない ．

　 ス ロ ッ ト出現の 母子 間比較 に お い て 有意差が み ら れ

る ス ロ ッ トの 多くは
， 自発の ス ロ ッ トの母子間比較に
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図 9，食べ る に 関す る受動の ス ロ ッ トの 出現率 ：母子

　　 間比較

お い て も有意差が み られる。ス ロ ッ ト出現の 結果 は
，

自発 ス ロ ッ トの 出現の有無 に影響 を受ける こ とか ら，

仮説 2 が支持 され る こ と が明 らか に な る．し か し，食

べ るに 関す る ス ロ ッ ト及び飲 む に 関す る ス ロ ッ トの

「い ただ きます と い う」 で は，自発の み な らず，受動

の ス ロ ッ トに お い て も，母親 の 方が子 ど もよ りも出現

が 有意に多 く，ス ロ ッ ト出現 の 母子 間比較 の 結果 と一

致す る．また
， 自発 の ス ロ ッ トと受動の ス ロ ッ トの 出

現率に は大 きな差 がみ られ な い ．こ の こ とか ら，「い

た だ きますと い う」 ス ロ ッ トの 出現 の 結果 は ，自発 ・

受動の 両方の ス ロ ッ トが影響 して い る もの と考え られ

る ．

　食 べ るに関す る ス ロ ッ トの 「献立 の 決定」「ガ ス コ

ン ロ に の せ る 」 「い た だ きます とい う」「お い しい とい

う」の 4 項 目，飲む に 関する ス ロ ッ トの 「い ただ きま

すとい う」「お い しい とい う」「ご ちそ うさまとい う」

の 3項 目は ，母親の 方が子 どもよ りも自発 の ス ロ ッ ト

の 出現が 多い ．また
， 食べ る に 関す る ス ロ ッ トの 「い

た だ きますと い う」「ご ちそ うさまとい う」の 2 項 目，

飲 む に 関す る ス ロ ッ トの 「飲 物の 準 備」「レ ン ジ に 入

れ る」「い ただ きます と い う」 「飲 む」「片付け」の 5

項目 は ，母親の 方が子 どもよ りも受動 の ス ロ ッ トの 出

現が多い ．こ の 結果 は
， 何 を作る か を決定 し，ガ ス コ

ン ロ を用 い た加 熱を促す こ と に 加 えて ，飲食時の マ ナ

ーで あ る 「い ただ きます とい う」 「ご ちそ うさ まと い

う」や 「お い しい とい う」ス ロ ッ トを母 親は子 どもよ
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図 10．飲む とそ の 他 に 関す る受動の ス ロ ッ トの 出現

　　　率 1母子間比較

りも多 く表出する こ とを示 して い る．母親 は ，子 ど も

の 調理や 供応 に 関す る ス ロ ッ トの 表出 の 増加 に 伴 い ，

食にお ける マ ナ ーや 「お い しい と い う」ス ロ ッ トを多

く表出す る よ うに な る こ とが 示唆 さ れ る ．

　〔3） パ ス 解析 に よる ス ク リプ トの 構造化 に 関す る

　　　分析

　多くの 母親 か ら表出 され る ス ロ ッ トは，調理 に 関す

る ス ロ ッ ト，子 ど もの 供応 や 「食べ る」「飲 む」行為

に 対応する ス ロ ッ トで あ る こ とか ら，ス ク リ プ トの 統

合化に影響を及 ぼす と考 えられ る ．一
方，多 くの 子 ど

もか ら表出 さ れ る 自発 の ス ロ ッ トは，食に 関する ス ク

リプ トを構成する要素と して ，子 ど も自身に定着 し た

もの で ある と考え られ る．

　そ こ で ，前 述 の （1）（2）の 結果 を もと に， 2 歳 0 カ 月

児 と母親の ス クリプ トの 構造化に つ い て ，次の仮説を

立 て ，検証する ．

　仮説 3 ：母 親 の ス ロ ッ トは
， 子 ども の ス ロ ッ トの 時

　　　　 系列的 関係 を統合させ る役割 を果た して い

　　　　 る で あ ろ う．

　仮説 4 ：出現の 多い 子 ど もの 自発の ス ロ ッ トは，時

　　　　 系列的関係の 中核をな して い る で あ ろ う．

　 30％ 以上 の 出現 が み ら れ た 母子の 食べ る に 関す る ス

ロ ッ ト及び飲 む に 関す る ス ロ ッ トに つ い て ，仮説か ら

想定 され る 因果 モ デ ル に 基 づ き ，
パ ス 解 析を行 っ た 結
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図 11．食べ る に 関する ス ロ ッ トの パ ス ダイ ア グ ラ ム

果 を図 11，12 に示す ．食べ る に 関す る ス ロ ッ ト間の

有意 な パ ス 係数 は 18見 出 さ れ ，そ の うち
，
16 は 正 の

パ ス 係数で あ り，2 は負の パ ス 係数で あ る （図 11）．

飲 む に 関する ス ロ ッ ト間 の 有意 なパ ス 係 数 は 17 見出

さ れ
， そ の うち 15 は 正 の パ ス 係数 で あ り，2 は 負の

パ ス 係数で ある （図 12）．本研究で は，ス ロ ッ トの 正

の 時系列的関係を問題 と して い る た め ，負の パ ス 係 数

を もつ もの は扱 わ な い こ ととす る．

　 1＞　食 べ る に 関す る ス ク リ プ トの構造化

　まず、有意な パ ス 係数に よ る時系列 的関係 （以 下 ，

有意 な時系列的関係 と表記す る）をス ロ ッ トの 項 目数

に よ っ て み る （表 4）．5 項 目が最多 で あ り，
つ い で 4

項 目 ， 最少が 2 項 目で あ る ．次に，ス ロ ッ トの 表出者

が，母子の い ずれ で ある か をみ る，子 どもの 方が多 く

の ス ロ ッ トを表出 して い る 有 意 な時系列 的関係 は 3 種

類 で あ り，そ の 時系列的関係 を構成す る ス ロ ッ ト数の

平均 は 4．33 で ある．母親 の 方が 多 く表出 して い る有

意な時系列的関係は 3種類で あ り，ス ロ ッ ト数の 平均

　 　 　 （R
！＝0．26）

．41 ★

　 　 　 　 　 　 　 　 　 †　p く0．1　冑p く0．05　
向宵

pく 0、01

図 12．飲 む に 関 す る ス ロ ッ トの パ ス ダ イ ア グ ラ ム

は 3．67 で あ る ．母子が 同数で ある有意 な時系列的関

係 は 5 種類で あ り，ス ロ ッ ト数の平均 は 4，00 で ある ．

食べ る に 関 す る ス ロ ッ トに お い て ，有意 な時系列的関

係 を構成す る母子の ス ロ ッ ト数に有意 差はな い こ とが

明 らか に なる．有意 な時系列的関係 に お け る ス ロ ッ ト

の 開始者 と
， そ れ に続 くス ロ ッ トの 表 出者 に つ い てみ

る と，子 ど もが 開始者 で あ る 6種類 の 時系列的 関係

の うち，5 種類は，母親の 受動の 「食 べ る 」，自発の

「お い しい と い う」ス ロ ッ トが 後半 を担 っ て い る ．ま

た
， 母親が 開始者 で あ る 5 種類 に お い て も，2 種類 の

ス ロ ッ トに お い て ，母親の ス ロ ッ トが有意な時系列的

関係 の 後半 を担 っ て い る．つ ま り母親は，有意な時系

列的 関係 の 後 半 に 「食 べ る」「お い し い とい う」ス ロ

ッ トを表出 させ る こ と で
， 時系列 的関係 を統 合 させ る

役割を果 た して い る こ とが明 らか に なる，

　 また，子 ど も の 自発 の 「供す る」→ 母 親の 受動の

「食 べ る」一自発の 「お い しい とい う」 の パ ス 係 数 は い

ずれ も大 きな値 を示 し，こ れ らの ス ロ ッ ト間 に 強 い 峙

系列的関係が ある こ とを示 して い る （図 1ユ）．
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表 4 ．食 べ る に 関す る ス ロ ッ トに よ る有意な 時系

　　　列的関係

・手 ：ピ垂籥 ：
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　 　 マ

’皿
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そ；．自．嚢：励 付甥

食べ る 1下
．
供する

母 ：自発 ：お い しい とい う 母 ：受動 ：食 べ る

自発 ：お い しい とい う

・1・新 彦盪1亘多〕 母 ：自発 ：切る
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｛夛；
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・
1子：匸溌 ：f晦 をナ櫛 に入 れ るi 母 ：自発 ：切 る

鞅する： 1芋 ；白餐三盛蟹 廷．
母 ：受動 ：食べ る 母 ：自発 ：食べ る

自発 ：お い し い と い う
「 ．
そ一：受動 ：武察る ．

・F ；自発 ：ガ ス コ ン ロ にの せ る 1
・母 ：自発 ：切 る

選す る ． L子 ：皎 ：齢 ｝獅 ．
母 ：受動 ：食ぺ る

ゴ
食懺 ．

自発 ：お い し い と い う 母 ： 自発 ；お い し い と い う

顧
．
麟 ： レ

．
≧ジに入婦 i

1供す る

母 ：受動 ：食 べ る

自発 ：お い しい とい う は ，子 ど もの ス ロ ッ トを示 す ．

　以上 の こ とか ら，食べ るに関する ス ロ ッ トにお い て ，

仮説 3 が支持 される こ とが 明らか に なる．

　次 に ，
2 歳 0 カ 月児 の 食べ る に 関する ス ク リ プ トを

捉え るため に，子 ど もの ス ロ ッ トに 注 目す る （図 ll）．

　 まず，子 どもの ス ロ ッ ト間 で 複数 の パ ス が分岐 する

ス ロ ッ トは ，自発の 「盛 り付け」 で あ り，2 項目の ス

ロ ッ ト に 対 して 有意な パ ス をもつ ．子 ども は，自発の

「盛 り付け」 の 後 に，自発 の 「供す る」 また は 「食 べ

る」行為を行 っ て お り，「盛 り付け」が 相手に 供 した

り，自分が 食べ た りする前に行 う手順で ある こ とを理

解 して い る こ とを示 して い る．

　次 に ，複数 の パ ス が 収 束 す る ス ロ ッ トは
t 自発 の

「盛 り付け」「供する」「食べ る」，受動の 「食べ る 」で

あ る．子ど もは，切 っ た もの を 「盛 り付け」た り，加

熱調理及び盛 り付け た もの を 「供 す る」「食 べ る」，母

親 に供され る また は母親が食べ て い る の を受けて 「食

べ る」 ス ロ ッ トを表出 させ る傾 向がみ られる．こ れ ら

の ス ロ ッ トの い ずれ か が
， 有意な時系列的関係の すべ

て に用 い られ る こ とか ら，ス クリプ トの 構造化 にお い

て核的役割 を果た し て い る こ とを示 して い る ．こ の こ

とか ら，食べ る に 関 する ス ロ ッ トに お い て ，仮説 4 が

支持さ れ る こ とが 明 ら か に な る ．

表 5．飲 む に 関す る ス ロ ッ トに よ る有意 な時系列 的関

　　 係
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レ ン ジの 云イ プチ をλれ る　　　　 曲 一冂 儀する

1
「
蜘な1 母 ：受動 ：飲 む

母 ：畳動 ：飲 む 自発 ：お い しい とい う

自発 ：お い し い とい う

仔 ：自嚢；．レ 嬢 匸訊 れ 亀
「一　．．・子

卩
　一、醗 三

．
霆ぐ一 ． ． ¶

レン ジの ス イ 7 チ をムれる 供 す る　〒一
飲む

馳
母 ：受動 1 飲む

罎 ：受 動 ：飲 む 自発 ； ご ちそ う さ まと い う

自発 ：ご ちそ うさま と い う

珊 i直嚢
．
瞬 敦訊 れ る1 嫐 ：自発 ：注 ぐ　　　　一 一
レ ン ジの ス イッチ を入れ る ［手i葡

『
i藤く「

飲 む．
母 ：臼発 ：お い しい とい う

・鏤 三夐爨 ：猷 i 母 ：自発 ：注 ぐ

耻 ：受動 ；樒 ぐ 供す る
「
子二貞痘：鎌 耐

冒一
、子 濠 虧：飲む｝

母 ：受動 ：飲む

自発 ：おい しい とい う

・写 ：醗 ：溝ぐ 母 ：自発 ；注 ぐ

母 ：受動 ：注 ぐ ：飲む

、子 ：購 ：飲む ．
子 ：蠹動：嚇 i
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・．子 三自艶：誌ぐ
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導 ；白発 ：飲む
；」．一幽」ゴ屠慮四、

母 ：白発 ；おい しい とい う 1
’
は ，子 ど もの ス ロ ッ トを示す ，

　2） 飲むに関する ス ク リプ トの 構造化

　有意な時系列的関係を ス ロ ッ トの 種類数に よっ て み

る と
，
5 項目が 最多で ある （表 5）．つ い で ，4 項 目，

最少 が 2 項 目で ある．次に ，ス ロ ッ トの 表出者が，母

子 い ずれ に よる もの で あ る か をみ る ．子 ど もの 方 が 多

くの ス ロ ッ トを表出 して い る有意 な時系列的 関係 は 3

種類 で あ り， そ の 時系列的関係を構成する ス ロ ッ ト数

の 平均 は 4．67であ る．母 親 の 方 が多 くの ス ロ ッ トを

表出 して い る有意 な時系列的関係 は 4 種類 であ り，ス

ロ ッ ト数の 平均 は 4．00 で ある．母子が 同数で あ る 有

意 な時系列的関係は 4 種類で あり，ス ロ ッ ト数の 平均

は 3．50 で あ る ．飲 む に 関す る ス ロ ッ トに お い て
， 有

意 な時系列的関係 を構成する母子の ス ロ ッ ト数に有意

差 は 認 め られ ない ．有意な時系列的関係に お ける ス ロ

ッ トの 開始者 と，それ に 続 くス ロ ッ トの 表出者 に つ い

てみ る と，子 どもが 開始者で ある 8種類の 時系列的関

係 す べ て に お い て ，母 親 の 受動 の 「飲 む」，自発 の

「お い しい と い う」 ス ロ ッ トが 後半 を担 っ て い る．母

親が 開始者 で あ る有意な時系列的関係は 3 種類の み で

あ る．母 親は，有意 な時系列 的関係 の 後半 に 「飲む」

「お い しい と い う」 ス ロ ッ トを表 出 させ る こ とで，時

（547） 27

N 工工
一Eleotronio 　Library 　



Japan society of Home Economics

NII-Electronic Library Service

Japan 　sooiety 　of 　Home 　Eoonomios

日本家政学会誌　Vol．53　No．6 （2002）

系列的関係を統合させ る役割 を果た して い る こ と が明

らか に なる．

　ま た，子 ど も の 自発 の 「供す る」一母親 の 受動 の

「飲む」の パ ス 係数は 大 きな値 を示 し，
こ れ ら の ス ロ

ッ ト間に 強 い 時系列的関 係が あ る こ とを示 して い る

（図 12）．

　以上 の こ とか ら，飲む に 関す るス ロ ッ トに お い て ，

仮説 3 が支持 され る こ とが 明らか に な る ．

　次 に，2歳 0 カ 月児 の 飲むに関する ス ク リプ トを捉

え る た め に，子 どもの ス ロ ッ トに注目す る （図 12）．

　子 どもの ス ロ ッ ト間 で 複数の パ ス が分岐する ス ロ ッ

トはみ られ ない ．こ の こ とは ，飲 むに 関 する ス ロ ッ ト

に お い て ，ス ロ ッ ト問の 時系列的関係が 明確化 され て

い る こ と を示 して い る ．

　次に ，複数の パ ス が収束する ス ロ ッ トは ，子ど もの

自発の 「飲む」及 び受動の 「飲 む」で ある ，子 ど もは，

自ら加 熱 した飲物 及 び 自 らが 注 ぐこ と を母 親 に 促 し ，

母親が 注い だ飲物 を 「飲 む」こ とや ， 母親 に供 され ，

母親が 飲ん で い る行為に促 され て ，受動的に 「飲 む」

行為 を行 う傾向が み られ る．有意 な時系列的関係に お

い て ，子 どもの 自発の 「飲 む」及び受動 の 「飲 む」が

核的 な役割を果 た し て い る．こ れ ら の ス ロ ッ トの い ず

れかが ，有意な時系列 的関係 の 中 で 8種類にお い て 用

い ら れ て い る こ とか ら，ス ク リ プ トの 構造化 に お い て

核的役割 を果 た し て い る こ とが 明ら か に な る ．こ の こ

とか ら，飲むに関する ス ロ ッ トにお い て も，仮説 4 が

支持 され る こ とが 明らか に な る ，

　 4．お わ りに

　 ま まご と遊び に おける 2 歳 0 カ月児の 食に 関す る ス

ク リプ トは，メ イ ン ス ロ ッ トの ほ とん どが表出 し，子

ど も自身に よ る ス ク リ プ トの 構造 化 も行 わ れ て い る．

また，母親は，ス クリプ トを統合 させ るよ うな ス ロ ッ

トを表出 し て い る ，2 歳代 は ，まま ご と遊 び に お け る

主導権 が母 親か ら子 ど もへ と移行する時期で ある （吉

水 1989） こ と か ら，今 後，子 ど も の ス ク リ プ トの 構

造化が さら に進む もの と考え られ る ．単純な ス ク リプ

トか ら，よ り複雑な構造化へ の 過程 を明 らか に す るた

め
， さら に 縦断的な分析が 必要で ある．

　 5，要 　 　約

　 2 歳 0 カ 月児 とそ の 母親 45 組の まま ご と遊 び の 分

析を通 して ，2 歳 0 ヵ 月児 の ス ク リ プ トの構造 と特徴

及びス ク リ プ トの構造化に関す る母親 の 関わ りに つ い

て 検討 し，以下 の 結果 を得た．

　（1） 子 どもの 表出す る ス ロ ッ トは
， そ の 種類数 ， 出

現と もに ，母親 と類似の 傾向が認め られる．

　  　日常 生活 の 主 要行 為 で あ る 「食べ る 」 「飲む」

ス ロ ッ トは母子 ともに 多 く表出 し， 子 どもで は 調理 や

供応に 関する ス ロ ッ トの 表出が 多 く，母親で は飲食時

の マ ナ
ー

や 「お い しい と い う」 ス ロ ッ トの 表出 が 多い ．

　（3） 母親は，子 どもの ス ロ ッ トに対 して ，新たな ス

ロ ッ トを付与 し，統合 させ て い る ．2 歳 0 カ 月時に お

い て も，母親は ス ク リプ トの 構造 化 に 重 要な役割 を持

つ こ と が 示唆 さ れ る ．

　（4） 多 くの 子 ど もか ら表出 され た 自発の ス ロ ッ トは ，

時系列的関係 の 中核を な して い る こ とが 明 らか になる ，

　本報 告 の 概 要 は ，  日本家政学会第 53回大会に お

い て ，発 表され た．
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